オプションの増設 


本装置に取り付けられるオプションの取り付け方法およびミ主意事項について記載しています。 


を意事項(->290ページ） . 

. 本装置にオプションを増設ずる際のを意事項につ 

いて記載していまず。作業を始める前に必ずお読 
み < ださい。 

取り付け/取り外しの準備卜293ぺージ） . 

. オプションを取り付けることができる状態にずる 

までの手順を示します。本装置の電源をあず OFF 
にして，電源コードをコンセントから抜いてくだ 
さい。 

取り付け/取リ外しの手順卜294ぺージ） . 

. さまざまなオプションを取り付けを1つ1つ手順 

を追って説明しまず。 


ONL- 4030 aE - に SDS-000-08-0607 









装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りくだをい。人が死 
こずる、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ m 降の説明を 
ご覧ください。 


• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取りがさなし、 
• プラグを差し込んだまま取り巧わない 


注意事頃 

オプションを増設する隐は次の点じついてを意してください。 


安を上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取りタトしをするために次のを意事項をあず守つてくだ 
さし、。 


A ミち意 

瓜/? \ 

装置をを全にお使いいただくためになのま意事項を必ずお守りくだをい。乂傷や 
けびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 
む降の説明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま巧り付けない 

• 指を巧まない 

• 局温ミち意 

A 

Q 


底®®を 

A 農 ® 0 
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-販的な注意 


• オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でわ行えますが，この場合の装置および 
部品の破損または運巧した結まの影響についてはその責任を負いかねまずのでご了承< 
ださい。本装置について詳しく、専門的な®識を持った保守サービス会社の保守員に取 
り付け/取り外しを行わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指をずる部品を使用して<ださい。指を W 外の部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障'玻損についての修理は有料となりま 
す。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないことを植認してください。特にネジなどの導 
電性の部品を置き忘れていないことを痛認して<ださい。導電性の部品がマザーボード 
上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原因となります。 

• 装置内部のを巧効まについて植認して<ださい。内部に函綜したケーブルがちが用の巧 
をふさいでいないことを植認してください。ち巧効まを失うと装置内部の温度の上昇に 
より誤動作を引き起こしまず。 
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静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取りかしの際は静 
電気による製品の巧障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けて<ださい。手に入6ない場合は部品を触る前 
に屋体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電しまず。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにして<ださい。 

• 作業場巧のお認 

一静電気防止処理が施された床> またはコンクリートの上で作業を行いまず。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って < ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着巧 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を巧わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行って<ださい。 

一取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止苗の袋に人れておいて<ださい。 
一各■部品の縁の部分を持ち、端すや実装部品に触れないで<ださい。 

一部品を保管'運搬する場合は> 静電気防止用の袋などじ入れて<ださい。 
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取り付け/取りかしの準備 

部品の取り付け/取り外しの作業をずる前に準備をしまず。 

1. 0S のシャットダウン処理を巧う。 

2. セキュリティキーで フ□ントべゼルの 
□ックを解除して、フ□ントべゼルを取 
U 化ず。 


3 . P0 机 ER スイッチを押して本装置の電源 
を OFF (POWER/SLEEP ランプ消财）に 
する。 

4 . 本装置に接続しているすべてのケーブル 
および電源コードを取り外ず。 

W 上で完了です。部おの取り付け取り外 
しにはプラスドライパとマイナスドライ 
パが必要でず。用意してください。 


取0付け/取りかし後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について植認してください。 

• 取りかした部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けてください。取 
り付けを忘れたり，ケーブルを引き巧いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
まず。また、部品やケーブルは中途半端に取り付けず、お実に取りがけてください。 

• 装置内部に部品やネジを置を忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことをお認して<ださい。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端す部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原因 
とな U ます。 

• 装置内部のを却効果について確認ずる 

内部に函線したケーブルがち巧用の巧をふさいでいないことを確認してください。ち巧 
効まを失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、彰断ユー ティ リ ティ や团 0S セットアップユー ティ リ ティ 
などのツールを使って正しく取り付け6れていることをお認しなければいけないものが 
ありまず。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してくださ 
し、 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取りがけ/取りタトしをします。 


八ードディスクドライブ 


本装置の前面じは、 S 勺 25.4 mm (1 インチ)厚の八ードディスクドライブを搭載することができ 
る八ードディスクドライブベイがありまず。 

八ードディスクドライブは専届のドライブキャリアに搭載された状態で購入できます。ま 
た、ドライブキャリアに搭載された状態のまま装置に取り付けまず。 

M -0 • 摩社:で指定していない A - ドディスクドライブを使巧しないで<ださい。ヴードパー 

胃司 ティの A - ドディスクドライプなどを取り付けると、 A - ドディスクドライプだけでな 

く本体び故障ずるおそれびありまず。巧に示ずモデルをお買い巧めください(吕00己年 
7月現在)。 

- NS 150-172 A (73.2 GB 、 1已〇〇 Orpm 、 Ultra 320 SCSI ) 

- NS 150-171 A (146.5 GB 、 10000 rpm 、 Ultra 3 吕 0 SCSI ) 

- NS 150-193 A (146.5 GB 、1 已〇〇 Orpm 、 Ultra 3 吕 0 SCSI ) 

- NS 150-192 A (300 GB 、 10000 rpm 、 Ultra 320 SCSI ) 

• ディスクアレイを構築ずる際は、 RAID レベルは RAID 日に設定してください。 

• 搭載ずる A - ドディスクドライブはずべて同じ容量、同じ回転数のちのを使用してくだ 
さい。 


SCSI ID について 

八ードディスクドライブベイには最大で6台の八ードディスクドライブを搭載ずることがで 
きます（ディスクアレイを構築ずる際の搭載台数と RAID のパターンについては225ページを 
参照してください）。搭載するス□，ソトによって八ードディスクドライブの SCSI ID が固を 
でまめ6れています。下図を参照してください。 


SCSI IDO SCSI ID3 



八ードディスクドライプを搭載していない八ードディスクドライプベイにはダミースポンジ 
が人っています。ダ5— スポンジは装置巧部のちが効まを高めるためのちのです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合にはダミースポンジを取りがけてください。 
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取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けまず。その他のス□、ソト への 取り付けも 
同様の手順で巧えます。 

I m - ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外しを斤うこ 

I とができます。 

I n-O ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成ずる八ードディスクドライブの客 
量などの仕様び同じものを使用してください。 

1. 293 ページを参照して準備をずる。 

吕.八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□、ソトは本装置に6つあります。 SCSI ID 番号のルさい順に取り付けてください。 SCSI ID はス 


□ットの位置で決まっています。 

3. ダミースポンジを取り外す。 

八ードディスクドライブが取り付けられ 
ていないス□、ソトじ取り付け6れていま 
ず。 

ダミースポンジは大切に保管しておい 
てぐださい。 


4. ドライブキヤリアの八ンドルの□ックを 
解除ずる。 
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日.ドライブキヤリアと八ンドルをしっかり 
と持ってス□、ソトへ挿人する。 



w-oira 

• ノ V ンドルのフックがフレームに当てるまで巧し込んでください。 

• ドライプキヤリアは両手でしっかりとていねいに持ってください。 

目.八ンドルをゆっくりと閉じる 

「カチッ」と音がして□ックされます。 


ド 

I ノ V ンドルとドライブキャリアに指を挟まないようにま意してください。 

押し込むときに八ンドルのフックがフレームに引っかかっていることを確認してくだきい。 

7 . 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 BootJ-rHard Disk 」 サブメ 
ニューで起動順位の設定をずる。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記'憶されていた起動順位の設をげクリアされるた 
めでず。 
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8. 取り外したフ□ントべゼルを取り付け 


フレーム 



取り外し 

次の手順で八ードディスクドライプを取り外します。 


一 八ードディスクドライブが故障したためじディスクを取りかす場合は，八ードディスクドラ 
立巧]イプの D に K ランプがアンバー色に点灯しているス□ットをあ6かじめお認してください。 



1. 293ページを参照して準備をする。 

吕.レバーを押して□ックを解除し、八ンド 
ルを晶<。 
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3 . 八ンドルとドライブキヤリアをしっかり 
と持って手前じ引き化ず。 

4 . 八ードディスクドライブを取り外したま 
ま本装置を使用する場合は、空いている 
ス□、ソトじダミートレーを取り付ける。 


日.本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 BootJ-rHard Drive 」 サブメ 
ニューで起動順位の設ををずる。 

八ードディスクドライブを増設ずるとそれまで記懦されていた起動順位の設をがクリアされるた 
めです。 

6. 取り外したフ□ントべゼルを取りがける。 


ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクドライブの交換後、巧撒した新しい 
八ードディスクドライブ1こ交換前までの情報を記録ずることにより、故障を起こず t (前のが 
態に戻ずことのできるオートリビルド機能を使用ずることができまず。 

オートリビルド機能は RAID 1 か RAID 5 で構藥されているディスクアレイで有効です。 

才ートリビルドは、巧障した八ードディスクドライブをホ、ソトスワップ(電源 ON の状態での 
ディスクの交換)ずるだけで自動的に巧われます。オートリビルドを行っている間、八ード 
ディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバーをに巧互に点灯してオートリビルド 
を行っていることを示しまず。 

两"〇 • 才ートリビルドに失敗ずると、バードディスクドライブにある D 旧 K ランプがアンパー 
色に点口しまず。もラー度ディスクの取り巧し/取り付けを行ってオートリビルドを実 
行してください。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインストールしている場含は次のような表示や動 
作をずることがありまずが、オートリビルド終了後、オートリビルドを巧ったノ v — ド 
ディスクドライブの D 旧 K ランプびアンパ’一色に点なしていなければ、オートリビルド 
は正常に行われていまず。 



—才ートリビルド中に rRebuild was canceled 」 と画面に表示される。 


-オートリビルドをいったん終了して再開しているよラな動作をする。 
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オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクドライブが故障してか6、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFF にしないでください。 

• 八ードディスクドライブの取りかし/取り付けは、90秒じ(上の閨隔をあけて巧ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合は、ディスクの交換を巧わないで 
ください（リビルド中は八ードディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバー色 
に交互に点なしていまず）。 
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電源ユニッ 


万一、電源ユニット （1 台)が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
ず(冗長機能)。 

取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 

1. 293ページを参照して準備する。 

I wO^m 

必ず電源を OFF にしてください。誤動作や故障の原因となりまず。 \ 

2. ブランク カバーを 取り外ず。 \ 


In-Oira 

I 取り外したカバーは大切に保管しておいてください。 
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3. 電源ユニットを差し込む。 



接続端子部分 


I W-OIK 

I 電源 ユニッ 


卜接続端子部分には軸れないでください。 



4. とっ手をにぎり、しっかりと押し込む。 
「カチ、ソ」と音がして□ックされまず。 




























日.電源コード (2 本)を接統する。 

標準で添付されていたわのと増設した電 
源ユニットに添付されていたコードを使 
います。コードを接続ずると AC POWER 
ランプが点減します。 


目.本装置の電源を ON じする。 

AC P 0 机 ER ランプが点なしまず。 


AC POWER ランプ 



7 . STATUS ランプに電源ユニットに関するエラー表示がないことを磕認ずる。 

AC POWER ランプが消なしている場合は、もう一度電源ユニットを取り付け直してください。 
それでも同じ表示が化たときは保守サービス会社(こ連絡してください。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行いまず。 


正常に動作している電源 ユニッ トを取り外さないでください。 


wms 


U ： 本装置の電ミ原 ユニッ トを冗長構成 (2 台で運用）にしているとき、そのうちの 1 台が故障した 
— ^ 場合は、システム稼働中（電源 ON のが態）に故障した電ミ原 ユニッ トを交換できます（次の手 
順 1 をとばしてくださし、）。 


rE>n 


1. 背面にある電源ユニットのランプの表示 (AC P 0 邮 ER ランプがアンバー色に点な)で故障してい 
る電源ユニットを磕詔ずる。 

吕.故障している電源ユニットの AC コードを俯く。 

3. 電源ユニットのとっ手をにぎり、レバー 
を押さえながら手前に引く。 

4. 電源ユニットを取り外ず。 


の 



已.電源 ユニットを交換せず1台の電源ユニットで運用ずる場合は、「取り付け」の手順4で取り外した 
カバーを 取り付ける。 


装置內部のを却効果を保持ずるためにも電源ユニットを取り付けていないス□ットにはブラン 
クカバーを取り付けてください。 


6 . 「取り付け」の手順5〜10の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の確認をする。 


,L 画 


2 台の電源 ユニッ トで動作していた本体の電源 ユニッ トを電ミ原 ON のまま交換したときは、電源 
ユニッ ト POWER ランプが点灯します（運用を停止している間に交換したときは電源コードを接 
続するとランプが点減し、電ミ原を ON にすると点灯します）。 
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本装置(ラックか 6 の引を出し) 


J \- ドディスクドライブと電源ユニットの除<内蔵部品の取りがけ/取り外しの作業は本装 
置をラックから引き化した状態で行います。 


A ま意 


装置をを全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。乂傷や 
けびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 

1 U 降の説明をご覧ください。 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 局温ミち意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

^ A 


1. 293ページを参照して準備する。 

吕.セキュリティ□ックを解除してフ□ント 
べゼルを取り外す。 


3. 前面のセットスクリュー2本をゆるめ 
る。 

4. 八ンドルを持ってゆっくりと静かにラ、ソ 
クか6引吉化ず。 

「カチッ」と音がしてラ、ソチされます。 



セツトスクリユー 



ラックへ戻す場合は、本体側面のレールじあるリリースレバーを押して，ラッチされた状態 
を紹除してください。このときに指を挟んだりしないようじを意してください。 
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ドライブ カバー 


ファンおよび、 CPU 、 バックアップデバイスの取り付け/取り外しが内部のケーブル接続を 
変更ずるときはドライブカバーを取り外しまず。 

取り外し 

1. 293ページを参照して準備する。 


吕.本体をラックから引き化ず (304 ページ参 
照)。 

3. ドライブカバーにある□ックボタンを押 
しながら装置前面へスライドさせる。 

4. ドライブカバーを持ち上げて本体から取 
り外ず。 


取り付け 

ドライブカバーを取り付けるときは、ドラ 
イブカバーのタブが本体 フレームに 磕実じ 
差し化まれていることを確認して、ドライ 
ブカバーを背面へスライドさせてくださ 
い。ドライブカバーを本体背面に向かって 
スライドさせると r カチ、ソ」と音がしてドラ 
イブカバーが□ックされまず。 
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□ジックカパー 


DIMM および、 CPU 、 PCI ボードの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するとき 
は□ジ 、ソクカバーを 取り外しまず。 


取り外し 

1. 293ページを参照して準備する。 

吕.本体をラックから引き化す (304 ページ参 
照)。 

3. □ジ 、ソク カバーの背面にあるセットスク 
リューをゆるめ装置背面へスライドさせ 
る。 

4. □ジ、ソクカバーを持ち上げて本体から取 
り外ず。 



取り付け 


□ジ ，ソク カバーを取りがけるときは、 □ 
ジックカバーのタブが本体フ レームに お実 
に差し込まれていることを殖認して、 □ 
ジックカバーを前面へスライドさせてくだ 
さい。最後に背面にあるセツトス ク リユー 
を固をしてください。 
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DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマサーホート上の DIMM ソケット I こ取り 
付けます。マザーボード上には DIMM を取りがけるソケットが8個あります。 


■L 

IWI 


メモリは最大 16GB まで増設できます(標準装備の DIMM も交換が必要)。出荷時には、 DIMM 

#7と#8に 1GB の DIMM を搭載しています。 

• DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに軸れて身体の 
静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説 
明は292ページで詳しく説明していまず。 

• 醉社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなくマザーボードが故障ずるおそれびありまず。また、こ 
れ5の製品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりま 
ず。 


DIMM の増識慣序 

DIMM は、 DIMM 番号の大きい順に DIMM 容量のかさいものから2枚単位で増設しまず。 


前面側 


Group# 1^ 
Group # 2 に 
Group#3^ 
Group # 4 に 


DIMM#1 
DIMM # 2 - 
DIMM #3 
DIMM #4 
DIMM #5 
DIMM #6 
DIMM #7 
DIMM #8 


背面側 



マザーボード 
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謂 - o インタリーブ装置であるため、 Bank 単位' 1 に2枚の DIMM を増設してください。1つの 
Bank 内に異なる仕様での DIMM を実装ずると正常に動作しません。 

*1 日 ank 単位とはイラストで示ず#1と#2、#3と#4、#己と#目、#7と#8でそれぞれ1 
単にでず(記号はマザーボード上にも印刷されていまず)。 

*2 DIMM の仕様は、 DIMM に貼ってあるラベルに下記の内客で表示されていまず。 

(例） 400 MHz • Bufferred . 512 MB - □ウアドレス1吕ビット.カラムアドレス 

10ビット . Single side の場合 

400 / 己 / 512 / R 12 CIO S 

Single Side 
カラムアドレス10ビット 
□ウアドレス1吕ビット 

容量 

Bufferr 色 d 

周波数 

取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けまず。 

I — -0 本装置では、 Low - pro 川 e (□-プ□ファイル： DIMM ボードの高さが 30 mm ( l .2 インチ） 
な下)タイプの DIMM のみをヴポートしていまず。それなが(それ 1 U 上高い) DIMM はヴポー 
卜していません。 

1. 293ページを参照して準備をずる。 

2. 本体をラックか6引き化す (304 ページ参照)。 

3. □ジ 、ソク カパーを取り外す (306 ページ参照)。 


308 














4. DIMM をソケットじまっすぐ押し込む。 





DIMM の向きにミ主意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するための切り欠きが 
ありまず。 

ソケットじ押し込むときは過度の力を化えないでください。ソケット节端子部分を破損する 
おそれがありまず。 


DIMM が DIMM ソケットじ差し込まれるとレパーが自動的に閉じまず。 

己.手順1〜3で取り外した部品を取り付ける。 

6. 本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 
の順でメニューを違択し、増設した DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 (こなっていることを磕詔 
ずる （198 ページ参照)。 

7. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Da ね」を 「 Yes 」 にずる。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは197ページをご覧ください。 

8. 0 S のページングファイルサイズの設定を推奨値以上(搭載メモリ X 1.5)(こ設をずる。 

4章の r システムの運用と管理」一 r ディスクとメモリ管理」を参照してください。 
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取り外し 


次の手順に従って DIMM を取り外しまず。 


^ • 故障した DIMM を取り外す場含は、 POST 节 ESMPRO で表示されるエラーメッセージを 

云す] 磕認して、取りがけている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低2枚1組搭載されていないと本装置は動作しません。 


1. 293ページを参照して準備をずる。 

2. 本体をラックから引き化す (304 ページ参 
照)。 

3. □ジックカバーを取り外す (30 目ページ参 
照)。 

4. 取り外ず DIMM のソケットの両側にある 
レパーを左ちじひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外せま 
す。 

日.手順3で取り外した部晶を取り付ける。 

日.本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して rAdvanced」一「Memory Configuration」 
-「Memory Retest」 を 「Yes」 じ設定:し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアずる （198 ぺージ 
参照)。 

7.「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 じずる。 

八ードウエアの構成情報を更新ずるためでず。詳しくは197ページをご覽ください。 









プ □ セツサに PU) 


標準装備の CPU ( lntel ® Xeon ® プ□セ、ソサー）に力□えて、もう1つ CPU を増設し、マルチプ 
□セ、ソサシステムで運用ずることができまず。 

n-O • CPU は大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてか 5 CPU を取り扱ってくださし V また、 CPU の端子部分や部品を素 
手で軸ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでくださし V 静電気に関ずる説明 
は吕日吕 ページで詳しく説明していまず。 

• 取り付け後の確認ができるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 醉社で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーティの CPU などを取 
り付けると、 CPU だけでなくマザーボードが故障ずるおそれがありまず。また、これ 
5の製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でち有料となりまず。 
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取り付け 


次の手順に従って CPU を取りがけます。 


2 . 

3. 

4. 


293ページを参照して準備をずる。 

本体をラックか6引き化す (304 ページ参照)。 

ドライプカパーと□ジ、ソクカパーを取り外す（305、306ぺージ参照） C 

サポートバーのネジ2本を外し、サポー 
ト パーを 取り外す。 



サポートパーが浮き上がってネジを紛失する攝合がありまず。 

ネジを取り外すときは、サポートバーをしっかり押さえなが6巧ってください。 



目. CPU ソケットの位置を確認ずる。 
7. ソケットのレバーを持ち上る。 





レバーは止まるまで亮全に開いてください。レ八’一は120度 W 上開さまず。 
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8. CPU をソケットの上にていねい(こゆつく 
りと置く。 


ピンマーク 



@ 




CPU の向きにミ主意してください。 CPU とソケットは誤挿入を防止ずるためじ CPU とソケットに 
はピンマークがあります。 CPU とソケット側のピンマークを確認して正しく取り付けてくださ 
し）。 


日. CPU を軽くソケットに押しつけてからレ 
パーを倒して固定ずる。 



© 


10. ヒートシンクを CPU の上【こ置く。 
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ヒートシンクの向きじを意して < ださい(下図参照) 



11. ヒートシンクをネジで固をずる。 

ネジはたすきがけの順序で 4 つを仮どめ 
したあとに本締めしてください。 


⑤ 



① 


12. ヒートシンクがマザーボードと水平に取り付けられていることを確認する。 

• 斜めに傾いているときは、しりたんヒートシンクを取りがしてか5、もう一度巧り付け直し 
てぐださい。 

CPU が正しく取り付け5れていないとヒートシンクを水平に取り付け5れません。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 



























































































































13. プ□セ、ソサダクトを取り付ける。 

ち図を参照して、取りかけてください。 


14. サポートバーを取り付ける。 

プ□セ、ソサダクトのおり返し部分がサ 
ポートバーの内側(こ差し込まれているこ 
とを磕認してください。 




サポートバーが浮き上がってネジを紛失ずる場合がありまず。 

ネジを取り外ずときは、サポートパーをしっかり押さえながら巧ってください。 

15. 本装置の巨 IOS セットアップユーティリティを起動して、 「Advanced」 メニューの 「Reset 
Configuration Data」 を 「Yes」 にずる。 

八ードウエアの構成情報を更新するためでず。詳しくは197ページをご覧ください。 
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取り外し 


CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜6を参照して取り外しの準備をした後、手順 
11〜7の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平 
にかしず6ずようにして動かしてから取りかしてくださいにの後の「重要」の2項目を参照し 
て < ださい）。 


— ~〇 • 巳 PU の故障む巧で取りがさないでください。 

• 運巧をは熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に化着している場合 
びありまず。ヒートシンクを取り列ず樹ホ、ちちに軽く回して、ヒートシンクび CPU 
か5離れたことを確認してか5行ってくださし、 CPU に粘着したままヒートシンクを 
取り巧ずと巳 PU やソケットを破損ずるおそれびありまず。 



CPU の取り外しほたは交觀後に次の手順を巧ってください。 

1. 本装置の巨 IOS セットアップ ユーティ リ ティ を起動して 「Main」一「processor SettingsJ — 
「Processor Retes りの順でメニューを選択し、取り外した CPU のエラー情報をクリアずる （196 
ページ参照)。 

CPU を交換した塌合は、 「Main」一「Processor Settings」 の順でメニューを選択し、増設した 
CPU の ID および L2 CacheSize が正常になっていることを確認してください （196 ぺージ参照）。 

吕. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは197ページをご覧ください。 






















PCI ボー 



本装置 I こは、 PCI ボードを取りがけることのできる r ライザーカードに種類)」をマザーボード 
上に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードを各3枚ずつ取り付けることができまず 
(合計で6枚の PCI ボードを搭載可能)。 

それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□、ソトにネ、ソトワーク拡張用やファイルデバ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続しまず。 


n-O • PCI ボードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品でず。サーバの金属フ 
ipp レーム部分などに觸れて身体の静電気を逃がしてか目 PCI ボードを取り扱ってくだを 

し、。また、 PCI ボードおよびライザーカードの端子部分や部品を素手で軸ったり、 PCI 
ボードおよびライザーカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ず 
る説明は2目2ページで詳しく説明していまず。 

• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項がありまず。詳細はお買 
い求めの販売店または保守サービス会巧までお問い含わせくだをい。 

• Low-profile (□-プ□ファイル)タイプと Full-hei 色 ht (フル八イト)タイプの PCI ボード 
で接続できるライザーカードび異なりまず。ボードの仕様を確認してか6取り付けてく 
ださい。 

一 PCI ボードじよっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもあります。ボードに添 

がの説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうかを確認してください。設定 
は、巨10 S セットアップユーティリティ 「SETUP」 を使います。詳しくは目章を参照してくだ 
さい。 


前面側 



3 C 

2 C 

1 C 



3巨 

犯 

旧 


ライザーカード 
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ミ主意事項 


取り付けや取りかしの隐には次の点についてを意してください。 

• ライザーカードの端す部や電子部品のリード線には直接手を触れないようを意して< だ 
さい。手のミ由やミちれが付着し、接続不良を起こしたり，リード綜の破損による誤動作の 
原因となりまず。 

• 本装置の起動時の PCI バスス□、ソトのサーチ順位は次の通りでず。 

IB^I C 一 2 C ^3 C 一 3 B ^2 B 

• OS やディスクアレイ己の S ユーティリティなどで同種の PCI デバイス（オンボードの PCI デ 
バイス含む）の認識順唐が上記サーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI バス番 
号、デバイス番号、機能番号を参照して PCI デバイスのス□ット位置を殖認して<ださ 
い。 


PCI デバイス 

PCI バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード|\|に1 

2 

1 

0 

オンボード N に2 

2 

1 

1 

ス日、ソト TC 

2 

2 

X 

オンボード SCSI Ch.A (外部/内部巧） 

2 

3 

0 

オンボード SCSI Ch.B (内部用） 

2 

3 

1 

ス□、ソト 2C 

2 

己 

X 

ス□、ソト 3C 

2 

6 

X 

ス□、ソト旧 

3* 

7 

X 

ス□、ソト 2 目 

3* 

8 

X 

ス□、ソト 3 目 

3* 

9 

X 


* ス□ット 1 C, 2C、3C に取り付け6れたボードによって，バス番号が 41iLh じなる場合があり 


ます。 

• 起動しない LAN デバイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 じ設をしてください。 

• ス□ット 3 C 、3 B に LAN デバイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタをお 
くときは、コネクタのツメが手では押しにくくなっているのため、マイナスドライバな 
どを使用してツメを押して抜いてください。その隐に、マイナスドライバなどが LAN 
ポートやその他のポートを破損しないよう十分にを意して<ださい。 

• 起動可能な PCI 力ード(ディスクアレイコント□-ラや LAN ボードなど)を増設ずると、起 
動の優先順位が変更されることがあります。増設後に团 0 S セットアップユーティリティ 
の 「 Boot 」 の 「Boot Device Priority 」 サブメニューで設定し直してください。 

















サポートしているボードと搭載可能ス□ット 


次の表のとおりです。 





ス□ッ ト 

バス (A) 


ス□ット 
バス (B+C) 





PCI-X 

#1C 

PCI-X 

#2C 

PCI-X 

#3C 

PCI-X 

#1B 

PCI-X 

#2B 

PCI-X 

#3B 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能 

巨 4b け 

6 色 MHz 

巨 4bit 
133MHz 

備考 

ス□ットサイズ 

Low Profile 

( 標準） 

Full Height 
( 標準） 



PC 怖ードタイプ 

3.3V 




搭載可能なボード 
サイズ 


□ング/シヨ- 

-卜 



N 8 103-75 

SCSI コント□ーラ 

C 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大3枚まで 

内蔵 HDD との摇締は不可 

N 8103 -95 

SCSI コント□-ラ 
很 4 bit /6 目 MHz PCI ) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

内蔵 HDD との摇続は不可 

N 8 103-80 

ディスクアレイ 
コント□-ラ （ Ich ) 

很 4 bit /6 目 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

N 8103 -81 とあわせて最大2 
故まで 

N 8 103-81 

ディスクアレイ 
コント□-ラに ch ) 

很 4 bit /6 目 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

N 8103-8 日とあわせて最大2 
枚まで 

N 8 190- 120 

Fibre Channe ロント□—ラ 
に郎 ps / Optical ) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Low Profile 最大2枚 、 Full 
Height 最大2枚の合計最大4 
攸まで 

N 8104 -115 

1000巨 ASE - T 接続ボード 
C 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

PCI - X バス当たり最大 1 枚ま 
で （ AFT 時は最大2枚まで） 

N 8104-112 

1000 BASE - SX 接続ボード 
很 4 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで。 

( AFT 時は最大2枚まで） 

N 8104 -103/1 15/113と混 
在不可 

N 8104 -109 

1000 BASE - SX 接続ボード 
很 4 如:/ 133 MHz PCI - X ) 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

最大1枚まで。 

( AFT 時は最大2枚まで） 

N 8104 -103/1 15/113と混 
在不可 

N 8104 -103 

1日日0巨 ASE - T 接続ボード 
很4加:/ 133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大1故まで。 

( AFT 時は最大2枚まで） 

N 8104 -115 と合わせて合 
計4枚 


〇搭載巧能 一搭載不可 
《実装巧能なボードのサイズ 

Full-height の場含：奧巧き173.1 mm まで（シヨートサイズ）、 312mm まで（□ングサイズ） 
Low-profile の場合：119.9|71111まで（1\/01)、167.6 mm まで （MD2) 

《異なる周玻数のカードを実装した場合は低い方の周波数で動作しまず。 

《製品をの括弧内に記載されたカード性能とは、カード自身が持つ最高動作性能であり、実際は本体 
の PCI ス□、ソト性能で動作しまず。 
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取り付け 


次の手順に従ってライザーカードに PCI ボードを取り付けます。 


n-O • それぞれのライザーカードがサボートずるボードタイプ(□ープ□ファイルかフル八イ 
トタイプ）と取り付ける PC 柿‘ードのタイプを確認してください。 

• PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部のお状とライザーカードにあるコネク 
夕のお状が合つていることを確認してください。 

1. 293ページを参照して準備をずる。 


2. 本体をラックから引き化ず (304 ページ参照)。 

3. □ジ 、ソク カパーを取り外す （306 ページ参照)。 



己. 前ページの表を参照して取り付け位置を確認ずる。 
目. 取り付け位置の PCI ス □、ソ ト カバーのネジを外ず。 
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ス増設カバーを取り外す。 


巧 



□ープ□ファイルタイプ 


フル八イトタイプ 


取り外した増設ス□、ソトカバーは、大切に保管しておいてください。 


8. <フルハイト-フルレングスタイプのみ> 

フル八イト-フルレングスタイプの PCI 
ボードを取り付ける場合は、 PCI ボード 
のリテーナを外す。 
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江ライザーカードに PCI ボードを取りがける。 

ライザーカードのス□、ソト部分と PCI ボードの端子部分を合わせて磕実に差し込みまず。 



w-Oira 

• ライザーカードや PCI ボードの端子部分にはち4れないでください。ミちれや油が付いた状態で 
取り付けると誤動作の原因となりまず。 

• うまくボードを取り付け6れないときは、ボードをいったん取りがしてか6取り付け直して 
ください。ボードに過度の力を加えると PCI ボードやライザーカードを破損ずるおそれがあ 
りまず。 

• PCI ボードブラケットの先端がライザーカードの固定ス□、ソトに差し込まれていることを確 
認してください。 

• フル八イトの PCI ボードの場合、 PCI ボードブラケットと反対側のボードのエッジがライ 
ザーカードのガイドレールに差し込まれていることを確認してください。 

10. PCI ボードをネジで固定する。 



□ープ□ファイルタイプ 


を 
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11. ライザーカードをマザーボードのス□、ソ 
卜に接続する。 

ライザーカードの端す部分とマザーボー 
ド上のス□ット部分を含わせて、磕実に 
差し込みまず。 


12. 差し込んだ後、指で押して確実に接続さ 
せる 


13. 取り外した部品を取りかける 

14. 本装置の巨 IOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Da ね」を 「Yes」 [こずる。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは197ページをご覧ください。 

15. 取り付けたボードに搭載されている巳 IOS コンフィグレーションユーティリティを起動してボード 
のセットアップをずる。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しくはボードに添 
付の説明書を参照して<ださい。また、起動巧能なデバイスが接続された PCI ボード(ディスクア 
レイコント□ーラや SCSI コント□ーラ、 LAN ボードなど）を増設した場合、起動優先順位がデ 
フォルトじ変更されることがあります。巨の S セットアップユーティリティの 「Boot」 メニューを 
設定し直してくださいに11ページ参照)。 


取り外し 

ボードの取りかしは、取り付けの逆の手順を巧ってください。また、取りかし後に B の S セッ 
ト アップユーティ リ ティの 「 BooU で起動優先順位を設をし直してください （21 1 ページ参 
照）。 


フックさせる 
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ディスクアレイコント□—ラボー 



r ディスクアレイコント□ーラボード」は、データの信頼性を向上させるために用意された才 
プションの PCI ボードでず。 

このボードを取り付けると、オプションのディスク増設ユニ、ソトに搭載した八ードディスク 
ドライブを r ディスクアレイ構成」で使用ずることができます。また、本装置内蔵の八ード 
ディスクドライブ I こ接続ずることで標準装備の RAID 構成の AIDO と RAID 1) に力□え、 RAID 己 
のディスクアレイを構築することができまず。 

n-O • ディスクアレイコント□—ラボードは大変静電気に弱い電子部品でず。サーバの金属フ 
胃司 レーム部分などに觸れて身体の静電気を逃がしてか目ディスクアレイコント□-ラボー 

ドを取り扱ってください。また、ディスクアレイコント□—ラボードの端子部分や部品 
を素手で觸ったり、ディスクアレイコント□—ラボードを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関ずる説明は140ページで詳しく説明していまず。 

• ディスクアレイ構成に変更ずる場合や、 RAID を変更ずる場合は、ノ V — ドディスクドラ 
イプを初期化しまず。ディスクアレイとして使用ずる八ードディスクドライプに大切な 
データがある場合は、バックアップを別の八ードディスクドライプにとってか6ボード 
の取り付けやディスクアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築ずるには2台上の八ードディスクドライブが必要でず。 

• ディスクアレイとして使用ずる八ードディスクドライブはパックごとに同じ客量-性能 
(ディスク回転数など）を持ったものにしてくだをい。 


^ ディスクアレイコント□-ラボードを取り付ける場合は、 SETUP の 「Advanced」 メニュ ー 

IチェックI の 「PCI Configuration」一「PCI Slot xx R0M(xx は PCI ス□ット番号)」のパラメータが 
「Enabled」 じなっていることを磕認してください。 


RAID1 または RAIDS のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信頼性が向上するかわりに 
ディスクアレイを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる容量 
- が小さくなります。 


取り付け 


ディスクアレイコント□ーラの取り付けは 「 PCI ボード」を参照してください。 

— "〇 • Low-profile (□-プ□ファイル)タイプと Full-hei 径 ht (フルパイト）タイプの PCI ボード 
胃司 で接続できるライザーカードが異なりまず。ボードの仕様を確認してか5巧り付けてく 

ださい。 

• N 8103 -80/81 ディスクアレイコント□-ラボードを取り付けたス□ットより下のス 
□ットにボードを取り付けている場合は、ディスクアレイコント□—ラボード上の LED 
コネクタをマザーボード上の DAC LED コネクタに接続ずることはでをません（ディス 
クアレイコント□—ラに接続されたノ V - ドディスクドライプのアクセス状態を本体前面 
のディスクアクセスランプに表示をせることができません）。 

• フル八イトタイプのライザーカードにディスクアレイコント□ーラを接続し、内蔵の 
}\- ドディスクドライブをディスクアレイに変える場合は、ライザーカードをマザー 
ボードに接続ずる前にケープルを接続しまず。 

• ディスクアレイコント□—ラを接続される場合、日 I 0 S の SETUP Menu の Boot 一 
Hard Disk Device における優先順位を8番目 lU 巧に設定してください。設定が日番目 
W 降となつている場合、ディスクアレイコント□—ラのコン フイ グレーシヨンメ ニュー 
を起動ずることがでをません。 
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取り外し 


ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を巧ってください。 

内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイ構成にず 
る場合 

ディスクアレイコント□ーラボードを取りがけた本装置で、内蔵の八ードディスクドライブ 
をディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上の SCSI ケーブル変更や LED ケーブルの 
接続を切り替えないといけません。 

化荷時の内蔵八ードディスクドライブのインタフエースは、マザーボード上の SCSI コネク 
夕に接続されています。 


標準構成時 


マザーボード 



SCSI コネクタ 


内蔵 

バックアップ 

装置 


八ード 
ディスク 
ドライブ 
SCSI ID3 5 


} 八ード 
デイスク 
ドライブ 
SCSI ID0-2 


SCSI バックプレーン 
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N 81日 3-8 D /81 ディスクアレイコント□-ラ接続構成時 

内蔵の八ードディスクドライプをディスクアレイ構成にする場合は、標準構成で使用してい 
た SCSI ケーブルをマザーボード上の SCSI コネクタから外し、ディスクアレイコント□ーラ 
ボードのコネクタに接締してください。 

■: 出荷時にオプションのディスクアレイコントローラ （ N 8103 -80/81) を組み込んで購入された 

場合も ■L ソ下の構成です。 


マザーボード 



内蔵 

バックアップ 

装置 


/ハード b 、 
ディスク! I 
ドライブ！| 
S SCSI ID 3 - 己！ I 

_ J I 


/ハード[_;、 

ディスク11 
ドライブ！| 
S SCSI 1DO - 2J1I 


夕か6外し、ディスクアレイコント□-ラボー 
ドのコネクタ【こ接締してください。 


SCSI バックプレーン 


• SCSI ケーブルの接続 

内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイ構成にずる場合は、マザーボード上の 
SCSI コネクタからケーブルを外し、ディスクアレイコント日ーラボードのコネクタ I こ接 
続してください。 

n-o • フル八イトタイプのライヴーカードにディスクアレイコント□ーラを接続し、内蔵の 
胃吕 八ードディスクドライブをディスクアレイ構成に変える場合は、ライザーカードをマ 

ザーボードに接続ずる前にケーブルを接続しまず。 

• ディスクアレイコント□—ラボードによっては複数のチャネル（コネクタ）を持っている 
ものもありまず。また、コネクタは内部接続用と列付け用が用意されている場合もあり 
まずが、ボードの内部接続上、排他的な仕様になっていることがありまず。内部と列付 
けでの接続が異なるコネクタ（チャネル)であることを確認してください。コネクタと 
チャネルについては、ボードに添付の説明書を参照してください。 
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• LED 中継ケーブルの接続 

ディスクアレイを構築した際、内蔵の八ードディスクドライブのアクセス状態などを表 
示させるために、本装置に内蔵の LED 中継ケーブルを使用しまず。 

1. 本装置に内蔵の LED 中継ケーブルの黒をのコネクタをディスクアレイコント□-ラにある LED 
Active ピンに接続ずる。 

赤色のケープルが化ている端子を LED Active ピンに接続してください。もう一方の黒色のケープ 
ルが化ている端子には何も接続しないでください。 

2. LED 中継ケーブルの茶色のコネクタがマザーボード上の HDD LED コネクなに接続されていること 
を確認する。 

外れている場合は、赤色のケーブルが化ている端子が装置の前面側になるようじ接続してくださ 
しパ下図を参照)。 



N 8103 -80/81 ディスクアレイコント□-ラの場剖ホ、取り付けたス□ットほ B 品実装面)の下 
にポードが取り付け5れているときはケープルの接続はできません。ケーブルコネクタが下に 
取り付け6れたボードに接続ずるためでず。 


赤色のケーブルが化ている端子を 
接渝する 
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JP 2 コネククの 3 ピンにホをのケーブル 
が‘付いているコネククを差し込む 



JP 5 コネクタの JP 4 コネクタ側のピン 
にホ色のケーブルががいているコネク 
夕巧を差し込む 



• 内蔵 A - ドディスクドライブのディスクアレイ構築 

ディスクアレイを構築するときは、次の点についてを意してください。 

一同じ容量、同じ回転ま度の SCSI タイプの八ードディスクドライブを2台じ(上搭載し 
ていること （ RAID(Redundant Arrays of InexpensiveDndependenI ;] Disks ) の構 
成によってディスクの最レぶ、要台数は異なります）。 


-ディスクアレイ構成の RAID レベルの 「 RAIDO 」、「 RAIDI 」、「 RAIDS 」、 のうちのいず 
れかの RAID レベルを選択.設定すること。 

内蔵の八ードディスクドライブじシステムをインス I -―ルする場合は、「シームレスセッ 
トアップ」を使用して、 RAID の構成か 60 S のインストール、セットアップまでをするこ 
とをお勧めしまず。 

システムをインス!ルしない場合も、シームレスセットアップの r オペレーティングシ 
ステムの選択」で[その他]を違択すると、ディスクアレイの構成か6保守用パーティシヨ 
ンの設定と保守ユーテイリテイのインストールまでを自動でインス!■'ーラがセツトアツ 
プします。 


マニュアルでセットアップする場合は，ボード上のチップに搭載されている RAID コン 
フィグレーションユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON に 
した直後に起動ずる POST の途中で起動することができます。データ転をまをや RAID 、 
アレイ構成についての詳細な説明は、ディスクアレイコント□ーラボードじ添付の説明 
書を参照してください。 
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ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成にずる場合 

ディスク増設 ユニッ トは、八ードディスクドライブを最大14台取りがけることのできる専巧 
のデバイスです（モデルによつて搭載台数が異なる）。ディスクアレイコント□ーラボードを 
取り付けた本装置はこれらのデパイスを1台または2台接続できます。接続台数などの詳しい 
説日月じついては、ディスクアレイコント□—ラおよびディスク増設 ユニッ トに添付の説明書 
を参照してください。 

I n-O ディスク増設 ユニッ トには、 A - ドディスクドライブび添付されていません。別途購入して 
<ださい。 


ディスク増設ユニットと接続するためには、次のいずれかのオプションケーブルがを要とな 
る場合があります。詳しくは、ディスク増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 

ディスク増設 ユニッ トを接続後、ディスクアレイコント□—ラボード上のチップに搭載され 
ている RAID コンフィグレーションユーティリティを使って、ディスク増設 ユニッ トをディ 
スクアレイ構成 ( RAID 0 または RAID 1 > RAIDS , RAID 0+1) に設定してください。設をの詳 
細とそのちまについては、ボードに添付の説明書を参照してください。 

ディスク増設 ユニッ トをディスクアレイ構成に設定すると、ディスク増設 ユニッ トに取り付 
けた八ードディスクドライブのうちのどれかがが障しても、ディスクアレイコント□-ラ 
ボードが持つ r オートリビルド」機能によって八ードディスクドライブを復旧することができ 
ます(電源が ON のまま故障したディスクを交換(ホットスワップ）してください）。 
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バックアップデパイス 


本装置には磁気テープドライブなどのバックアップファイルデバイスを取り付けるス□ット 
を1つ用意していまず。 

—"〇 • バックアップデバイスを取り付ける場合には別売の S 巳 S けーカレ ( K 410 -130(00)) 
Bga び必要でず。 

• 轉社で指定していないバックアップデ/ (イスを取り付けないでください。 

• 本装置に取り付けることができるデバイスは、幅約 9 cm (3 .已インチ）、高さ約 4 cm 
(1.6 インチ）までのデバイスでず。 



取り付け 


1. 293ページを参照して準備をずる。 

2. 本体をラックか6引き化す (304 ページ参照)。 

3. ドライブカパーと□ジ 、ソク カパーを取り外ず （30 日、306ページ参照) 


4. DVD-ROM/ フ日、 ソピー ディスクドライブ 
のレバーを解除し、 DVD-ROM/ フ □、ソ 
ピーディスクドライブを取り外ず。 
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己.デバイスキャリアのレパーを解隙し、本 
体前面か6デバイスキヤリアを取り出 
ず。 




目.フ□ントパネルの両側のタブを押す。 


7. フ□ントパネルを取り外す。 



In-Oira 

I 取りがしたフ□ントパネルは、大切に保管しておいてください。 
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8. デバイスをデパイスキヤリアに差し込 
む。 


9. デバイスをデバイスに添付のネジで固定 
する 0 



• '必ずデバイスじ添付されているネジを使用して < ださい。 

• ネジ巧が合うようじデバイスの取りがけ位置を調整して<ださい。 

• N8151-54 内蔵 AIT など，デバイスが長くてケーブルを取りせけに<い場合は，デバイスを 

前にスライドして取りせけてください。 


10 . バックアップデバイスにインターフェー 
スケープルを巧統する。 

パックアップデバイスに電源ケープルと 
別売の SCSI ケーブル （K410-130 (00)) 
をち続して < ださい。 
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1 . デバイスじ接続したインターフェース 
ケーブルを SCSI パックプレーンに接続す 
る。 

ち圏を参照して取り付けてください。 
SCSI コネク女は IDE コネク女の下にあり 
ます。 




SCS! ケープルの先端に付いているター 
ミネー女の置き場所を磕認してくださ 
い。クーミネーなはデパイスベイ内に 
配置します。また、このときじ SCSI 
ケーブルがデバイスキヤリアにある 
ラッチングクブに当たっていないこと 
も確認してください。ケーブルの破損 
を予防ずるためです。 


12 . デバイスキヤリアをパックアップデバイ 
スベイに差し化む。 

完全に押し込むと r カチッ」という音がし 
て□ックされます。 


押し込む際に、接統したケーブルを噓 
まないようじミ主意してください。 




13. マザーボードと SCSI バックプレーンを内蔵 SCSI ケープル (K 410 -130(00)) で接続ずる。 
SCSI ケーブルの配線は下國を参照してください。 


バックアップデバイス巧 
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14. 取り外した部品を取り付ける。 

1己. 必要に応じて SCSI 己 IOS ユーティリティを起動して SCSI のコンフィグレーションをする。詳しく 
は、目章を参照してください。 

1目. 必要に応じて搭載したデバイスのデバイスドライパをインストールずる。 

詳しくはデバイス[こ添付の説明書を参照してください。 

取り外し 

取りタトしは、「取り付け」の逆を行ってください。 
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冗長フアン 


本装置の増設用ファンス□、ソトじオプションのファンを追力□ずることにより、冷却ファンの 
冗長化をずることができまず。 

取り付け 

1. 293ページを参照して準備をずる。 

吕.本体をラックから引き出ず (304 ページ参照)。 

3. ドライブカバーを取り外ず (305 ページ参照)。 

4. 増設用ファンの取り付け位置を確認ずる。 


増設用ファンス□ット 



已.ファンのラベル面を装置の背面側じむけ 
て、まっすぐに増設用ファンス□ットに 
差し込む。 

完全に押し込むと「カチ、ソ」という音がし 
て□ックされます。 
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巨.マザーボード上の J-1 1ジャンパピンを変更ずる。 
下図を参照して変更してください。 



I その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原因となりまず。 

7. EXPRESS 巳 UILDER (SE) を DVD-ROM ドライブじセツトして、 EXPRESS 巳 UILDER (SE) から 
起動した後，ツールメニューの r リモートマネージメントカードの初期設を」を選がしてファーム 
ウェアをアップ□-ドずる。 

詳しくは5章を参照して < ださい。 
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取り外し 


冷却ファンを取り外ず(交換ずる）ときは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備 
をした後、下の手順に従って行ってください。 

I n-O 増設用ファンス□ットか 5 ファンをずべて取りがした場合は、「取り付け」の手順色を参照し 
てジャンパピンの設定を標準時の状態に戻してください。 

1.EXPRESS 目 UILDER (SE) を DVD-ROM ドライプ[こセツトして、 EXPRESS 巨 UILDER (SE) から 
起動した後、ツールメニューの r リモートマネージメントカードの初期設定」を選択してファーム 
ウェアをアップ□ー ドずる。 

詳しくは日章を参照してください。 

吕.取り外ず(交換ずる）ファンを確認ずる。 

3. ファンをち國のようじつまんで、まつす 
ぐ上(こ持ち上げる。 


4. ファンを交換する場合は r 取り付け」の手順5を参照して取り付ける。 
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~ Memo - 
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